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山梨県は、富士山を世界文化遺産に登録するため、山梨県世界文化遺産登録プロジェクト
チームを設置して、関係７市町村（富士吉田市、身延町、西桂町、忍野村、山中湖村、鳴
沢村、富士河口湖町）並びに静岡県、静岡県関係５市町（富士宮市、富士市、御殿場市、
裾野市、小山町）と連携し、登録に向けた作業を進めるとともに、地元の皆さんと一体と
なって各種啓発活動を積極的に展開しています。

M o u n t  F u j i  t o  t h e  W o r l d  C u l t u r a l  H e r i t a g e .
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富
士
山
は
、
そ
の

美
し
い
姿
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
芸

術
作
品
の
主
題
と
な
る
な

ど
、
多
く
の
人
々
に
感
銘

を
与
え
続
け
て
い
る
名
山

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
雄
大

な
自
然
を
背
景
と
し
た
信

仰
の
対
象
と
な
る
な
ど
、

人
類
共
通
の
財
産
と
し
て

後
世
に
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宝
物

で
す
。
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
う
し
た
意
識
が
一
層
深

ま
る
と
と
も
に
、

①
保
護
・
保
存
の
対
象
と

し
て
、
文
化
財
保
護
や
環

境
保
全
が
図
ら
れ
る
。

②
そ
の
価
値
を
広
く
世
界

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

知
名
度
ア
ッ
プ
や
観
光
振

興
な
ど
に
寄
与
す
る
。

③
住
民
の
誇
り
と
な
り
、

地
域
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く

り
が
活
性
化
す
る
。

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、
富
士
山
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ

ル
展
や
出
張
講
座
の
実
施
、

パ
ネ
ル
の
貸
し
出
し
や
ポ

ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
の
活
動
に
一
層
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
わ
が
国

の
宝
、
日
本
の
象
徴
「
富
士

山
」
が
世
界
文
化
遺
産
に

早
期
に
登
録
さ
れ
る
よ
う

富
士
山
を
世
界
文
化
遺
産
へ

「富士山を世界文化遺産へ」キャンペーン用パンフレット

Mount Fuji to the World Cultural Heri tage.

_ 富士山を世界文化遺産へ

富士山は世界共通の
財産として
後世に引き継ぐべき
宝物です。

冨嶽三十六景　駿州江尻　　飾北斎 （山梨県立博物館蔵）

冨嶽三十六景　凱風快晴　　飾北斎 （山梨県立博物館蔵）

　
世
界
遺
産
と
は
？

　

世
界
各
地
に
は
、
素
晴
ら
し

い
自
然
や
文
化
財
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

世
界
遺
産
条
約
（
一
九
七
二
年
）

に
基
づ
き
世
界
の
す
べ
て
の
人
々

が
共
有
し
、
未
来
に
引
き
継
い

で
い
く
べ
き
宝
物
と
し
て
ユ
ネ

ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文

化
機
関
）
が
登
録
す
る
も
の
が

世
界
遺
産
で
す
。

　

優
れ
た
自
然
と
し
て
登
録
さ

れ
た
も
の
を
自
然
遺
産
、
優
れ

た
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
た

も
の
を
文
化
遺
産
と
い
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ

る
も
の
は
有
形
の
不
動
産
に
限

ら
れ
、
文
化
遺
産
に
つ
い
て
は
「
記

念
工
作
物
」、「
建
造
物
群
」、「
遺

跡
」
が
登
録
の
対
象
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
登
録
対
象
と
さ
れ
る
「
遺
跡
」

の
中
に
、「
文
化
的
景
観
」
と
い

う
新
た
な
考
え
方
が
加
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
庭
園
な
ど
人

間
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
自
然
や
、

人
間
が
自
然
に
働
き
か
け
て
作

っ
た
棚
田
の
よ
う
な
景
観
、
そ

し
て
文
化
や
信
仰
な
ど
人
間
の

精
神
活
動
と
密
接
な
関
係
が
あ

る
自
然
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。



ユネスコが定める「顕著な普遍的価値」
に関する評価基準のうち、富士山が対象
となる代表的な項目

◎現存するか消滅しているかにかかわらず、ある文化的

伝統、または、ある文明の存在を伝承する物証として無

二の存在（少なくとも希有な存在）であること。

◎歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集合体、科

学技術の集合体、あるいは景観を代表する顕著な見本で

あること。

◎顕著な普遍的価値を有する出来事（行事）、生きた伝統、

思想、信仰、芸術的作品、あるいは文学的作品と直接ま

たは実質的関連があること。（この基準は、他の基準とあ

わせて用いられることが望ましい）

世界文化遺産登録の仕組み
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Mount Fuji to the World Cultural Heri tage.Mount Fuji to the World Cultural Heri tage.

_ 富士山を世界文化遺産へ_ 富士山を世界文化遺産へ

県、市町村が中心となり、世界遺産暫定リスト（※1）の素案を作成し、国（文化庁）に提出します。

※1：各国が推薦に先立ち、一年前までにユネスコに提出する世界遺産の物件目録。遺産名、地理的な位置、
資産の簡単な説明、価値の根拠などが記載される。

暫定リスト素案の作成

国は、素案をもとに関係省庁において審議したうえで暫定リスト登録物件を決定し、ユネスコ世界遺産セ
ンターに提出します。暫定リスト登録

県、市町村が中心となり、世界遺産推薦書素案（※2）を作成します。国はこれをもとに推薦書を作成し、ユネ
スコ世界遺産センターに提出します。

※2：学術調査や調査測量等に基づき、遺産名とこれを構成する資産の内容及びその文化的価値の真正性な
どを明らかにするとともに、世界文化遺産の中核となるエリア（コアゾーン）とこれを取り巻く緩衝地帯（バ
ッファゾーン）および遺産の保護措置の内容などを記載する。

推薦書の提出

ユネスコは、推薦書に基づき現地調査（※3）を行い、補完資料の作成や保護管理体制などについて必要な調
整を行います。

※3：現地調査については、ユネスコの調査機関である「国際記念物遺跡会議」（ICOMOS＝イコモス）が専門
的な見地から行う。

現地調査

現地調査結果に基づき、さまざまな調査を経たうえで、イコモス執行委員会で登録の適否について審議等
を行います。

審　議

イコモスの審議結果を踏まえ、最終的にはユネスコ世界遺産委員会において登録決定されます。世界遺産登録

 子どもたちに環境保全の意義を伝える富士山レンジャー

第３回 山梨県学術委員会（H18.8.23）

も
に
、
不
法
投
棄
監
視
協
力
員

を
設
置
す
る
な
ど
、
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
監
視
啓
発
活

動
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
十
七
年
六
月
、

富
士
北
麓
の
環
境
監
視
パ
ト
ロ

ー
ル
業
務
を
行
う
専
任
職
員
と

し
て
設
置
し
た｢

富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
は
、
環
境
省
な
ど
の

関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

幅
広
い
活
動
を
展
開
し
、
富
士

山
環
境
保
全
に
お
け
る
先
導
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

イ
レ
の
整
備
が
急
速
に
進
め
ら

れ
、
今
年
度
、
全
て
の
山
小
屋

で
環
境
保
全
型
ト
イ
レ
の
整
備

が
完
了
し
ま
す
。

　

ま
た
、
五
合
目
以
上
の
登
山

道
沿
い
の
ゴ
ミ
は
、 

登
山
者
の

マ
ナ
ー
の
向
上
や
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
広
ま
り
に
よ
り
、

ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
山
麓
部
の
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
元
民
間
団
体
な
ど
に
よ
り
「
富

士
山
麓
環
境
美
化
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
組
織
さ
れ
る
と
と

山
梨
・
静
岡
両
県
で
共
同
制
定

し
た
「
富
士
山
憲
章
」
に
基
づ

き
、
富
士
山
の
保
全
活
動
の
輪

を
広
げ
る
た
め
、
平
成
十
二
年

七
月
に
設
置
し
た 

｢

富
士
山
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー｣

を
中

心
に
、
関
係
市
町
村
や
民
間
団

体
と
連
携
し
て
、
美
し
い
富
士

山
の
保
全
継
承
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
活
動
や
情
報
の
受

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
五
合

目
以
上
の
し
尿
処
理
問
題
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
以
降
、

山
小
屋
関
係
者
の
積
極
的
な
取

り
組
み
や
、
国
や
県
の
補
助
制

度
の
活
用
に
よ
り
、
山
小
屋
ト

設
置
し
、
両
県
に
お
い
て
き
め

細
か
く
文
化
的
価
値
の
掘
り
起

こ
し
や
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
世
界
的
な

視
野
か
ら
富
士
山
全
体
の
価
値

を
証
明
し
て
い
く
た
め
、
二
県

学
術
委
員
会
（
十
一
名
で
構
成
）

を
設
置
し
、
審
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
環
境
保
全
も
ぬ
か
り
な
く

　

こ
う
し
た
学
術
的
な
調
査
研

究
と
並
行
し
て
、
富
士
山
を
取

り
巻
く
環
境
を
整
備
す
る
運
動

も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
平
成
十
年
十
一
月
に

化
遺
産
の
登
録
に
向
け
て
、
推

進
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
研
究
、
普

及
啓
発
な
ど
に
地
元
の
方
々
と

一
体
と
な
っ
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
文
化
的
価
値
の

　
掘
り
起
こ
し
を
第
一
に

　

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
す
る

た
め
に
は
、
富
士
山
が
顕
著
な

普
遍
的
価
値
、
即
ち
世
界
の
宝

物
に
ふ
さ
わ
し
い
価
値
が
あ
る

こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
富
士
山
は
、
信
仰
と

の
深
い
つ
な
が
り
や
、
絵
画
や

詩
歌
な
ど
の
芸
術
面
へ
の
大
き

な
影
響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
多

角
的
に
検
討
を
加
え
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
う

し
た
も
の
以
外
に
も
、
富
士
山

の
文
化
的
な
価
値
を
構
成
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
、
新
た
に

掘
り
起
こ
し
て
い
く
必
要
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
学

識
経
験
者
十
名
か
ら
な
る
学
術

委
員
会
を
山
梨
・
静
岡
各
県
に

　
富
士
山
を

　
世
界
文
化
遺
産
の
対
象
に

　
わ
が
国
の
象
徴
・
富
士
山
は
、

い
に
し
え
よ
り
富
士
講
や
富
士

見
台
な
ど
信
仰
の
対
象
と
し
て

あ
が
め
ら
れ
、
ま
た　

飾
北
斎

の
冨
嶽
三
十
六
景
を
は
じ
め
絵

画
や
詩
歌
音
曲
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
芸
術
分
野
に
お
い
て
表
現

の
対
象
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
富
士

山
は
、「
文
化
や
信
仰
な
ど
人
間

の
精
神
活
動
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
自
然
」
と
し
て
、
ユ
ネ
ス

コ
が
定
め
る
顕
著
な
普
遍
的
価

値
を
有
す
る
文
化
的
景
観
に
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

価
値
を
世
界
文
化
遺
産
と
し
て

将
来
に
わ
た
っ
て
継
承
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
十
二
年
に
開
催
さ
れ
た
国

の
文
化
財
保
護
審
議
会
世
界
遺

産
条
約
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
、

「
富
士
山
は
、
顕
著
な
価
値
を
有

す
る
文
化
的
景
観
と
し
て
評
価

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
世
界
遺
産

に
推
薦
で
き
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
世
界
文


